
  

1 

 

第
四
百
六
十
九
回 

青
葉
会
選
句
表 

令
和
七
年
五
月
二
十
二
日(

木)  
 

 

出
席
者
は
吟
行
。（
北
の
丸
公
園
） 

句
会
場
所
：
丸
紅
本
社 

四
階
会
議
室 

選 
 
 

者 

川
口
孤
舟 

出 

席 
者 
柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

佐
藤
た
だ
し
げ 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

 
 

 
 
 
 
 
 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

 

投
句
・
選
句 

熊
谷
く
に
お 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

 

在
間
千
恵 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

 
 
 
 
 
 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お
、
梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

【
互 

選 

句
】 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

選
者
欄
（
括
弧
内
）
の
〇
は
選
者
の
「
天
」 

十
八
点 

 
 
 
 
 

◎
鯉
幟
息
を
吐
か
せ
て
仕
舞
ひ
け
り 

 
 

昇 

（
そ
・
く
す
・
孤
・
忠
・
く
・
五
・
健
・
〇
と
・
千 

龍
・
清
・
康
・
〇
己
・
○
允
・
百
・
け
・
三
・
天
） 

 

十
三
点 

単
線
に
乗
り
継
い
で
よ
り
緑
濃
し 

 
 

孤
舟 

（
健
・
と
・
康
・
堂
・
國
・
允
・
正
・
昇
・
啓
・
亜
・ 

け
・
三
・
天
） 

十
二
点 

◎
杖
持
た
ぬ
試
歩
薫
風
に
支
へ
ら
れ 

 

と
み
子 

（
そ
・
孤
・
忠
・
く
・
五
・
健
・
己
・
ゆ
・
隆
・
正
・ 

亜
・
三
） 

 

八
点 

◎
葉
桜
や
古
き
威
厳
の
田
安
門 

 
 
 
 

忠
彦 

（
く
す
・
孤
・
く
・
た
・
ゆ
・
國
・
天
・
盛
） 

 

六
点 夏

蝶
の
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
風
柔
し 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

（
忠
・
健
・
千
・
清
・
堂
・
啓
） 

◎
半
世
紀
馴
染
み
し
湯
呑
み
新
茶
汲
む 

 
 
 
 
 

健
介 

（
孤
・
千
・
龍
・
允
・
天
・
盛
） 

滝
落
つ
る
壷
に
風
呼
ぶ
木
下
闇 

 
  

 
 
 
 
 

啓
子 

（
千
・
た
・
己
・
〇
ゆ
・
亜
・
け
） 

利
根
渡
る
鉄
橋
響
き
夏
に
入
る 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

（
〇
そ
・
五
・
百
・
昇
・
け
・
三
） 

 

五
点 天

空
の
峠
よ
り
見
る
余
花
の
村 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

（
く
・
孝
・
康
・
啓
・
百
） 

 
 

 

江
戸
城
跡
に
て 

 

城
跡
に
偲
ぶ
栄
枯
や
夏
の
空 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

（
孝
・
己
・
允
・
〇
正
・
百
） 

◎
風
運
ぶ
青
葉
若
葉
の
匂
ひ
濃
し 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

（
そ
・
孤
・
と
・
康
・
盛
） 

パ
ナ
マ
帽
わ
ざ
わ
ざ
出
番
作
り
け
り 

 
 
 
 
 

亜
也 

（
〇
健
・
堂
・
〇
昇
・
け
・
〇
三
） 

 

四
点 葉

桜
や
命
の
香
り
が
風
に
舞
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

（
そ
・
龍
・
孝
・
允
） 

◎
首
塚
の
燭
の
匂
ひ
や
若
葉
風 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

（
孤
・
千
・
百
・
亜
） 

◎
司
令
部
は
レ
ン
ガ
造
り
や
薄
暑
光 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

（
く
す
・
孤
・
昇
・
天
） 
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◎
城
跡
の
鳥
の
遠
鳴
き
夏
木
立 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
孤
・
清
・
ゆ
・
隆
） 

デ
パ
ー
ト
の
お
子
様
ラ
ン
チ
菖
蒲
の
日 

 
 
 
  

 

康
敏 

 
 

（
清
・
隆
・
昇
・
亜
） 

◎
新
緑
や
日
の
斑
浴
び
た
る
乙
女
像 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝   
 

（
孤
・
と
・
堂
・
昇
） 

新
人
に
自
信
も
少
し
春
は
ゆ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
く
す
・
忠
・
清
・
堂
） 

 

三
点 

◎
年
齢
は
逆
走
出
来
ず
は
た
た
神 

 
 
  
 
 
 
   

健
介 

 
 

（
孤
・
五
・
盛
） 

柿
若
葉
白
を
眩
し
く
衣
を
干
し 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
康
・
己
・
三
） 

手
古
舞
の
金
棒
の
音
夏
来
る 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
と
・
堂
・
け
） 

木
の
橋
や
足
音
軽
し
夏
近
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
國
・
百
・
亜
） 

新
緑
の
熊
野
古
道
や
生
気
満
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
そ
・
た
・
ゆ
） 

若
葉
伸
ぶ
樹
膚
（
き
は
だ
）

に
老
い
の
見
ゆ
れ
ど
も  

 

啓
子 

 
 

（
〇
孝
・
〇
龍
・
盛
） 

き
す
船
に
仕
掛
け
自
慢
の
男
達 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
く
・
五
・
隆
） 

薪
能
面
（
お
も
て
）
は
静
か
に
動
き
け
り 

 
 
 
 
    

仝 
 
 

（
忠
・
己
・
啓
） 

 

二
点 一

列
に
菅
笠
並
ぶ
田
植
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
た
・
隆
） 

停
戦
の
道
筋
見
え
ぬ
緑
雨
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
忠
・
健
） 

親
友
は
仏
と
な
り
し
夏
夕
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
く
・
天
） 

前
棒
を
友
の
担
ぎ
て
神
輿
入
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
く
す
・
龍
） 

序
の
口
も
大
き
く
な
り
て
五
月
場
所   

  
 
 
  

け
い
子 

 
 

（
く
す
・
龍
） 

清
水
濠
溢
れ
る
ほ
ど
の
蓮
花
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
千
・
正
） 

瀧
つ
せ
も
あ
り
て
経
巡
る
北
の
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
五
・
康
） 

 

一
点 都

会
に
は
泳
ぐ
空
無
い
鯉
の
ぼ
り 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
た
） 

樟
の
葉
の
揺
れ
新
緑
の
風
を
生
む 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
正
） 

あ
や
め
咲
く
城
の
濠
端
風
立
ち
ぬ 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
允
） 

新
し
き
茶
室
薫
風
自
南
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
啓
） 

吟
行
は
緑
い
っ
ぱ
い
風
薫
る 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
國
） 

新
緑
を
抜
け
る
木
洩
れ
日
鳥
の
声 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
國
） 

歓
喜
呼
ぶ
白
き
煙
や
夏
の
宵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
た
） 

潮
騒
の
夢
破
り
た
る
夏
の
宿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
清
） 

百
合
咲
く
や
歩
む
貴
婦
人
楚
々
と
し
て 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
孝
） 

新
緑
に
光
差
し
込
み
命
生
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
ゆ
） 

兄
去
り
て
五
月
の
節
句
旧
き
家 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
孝
） 

菖
蒲
田
や
江
戸
の
薫
り
と
色
見
せ
る 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
と
） 

目
を
そ
ら
し
木
の
二
人
に
花
吹
雪 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
盛
） 

怪
異
譚
伝
わ
る
寺
や
五
月
闇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
啓
） 

生
け
垣
は
み
な
リ
ラ
の
花
デ
ト
ロ
イ
ト 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
正
） 

母
の
日
の
妻
は
し
ゃ
ぎ
出
す
平
和
か
な 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
啓
） 

河
鹿
鳴
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
宝
塚 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
隆
） 
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【
句
評
・
短
評
】 

十
八
点 

鯉
幟
息
を
吐
か
せ
て
仕
舞
ひ
け
り 

 
 
 
 
 

昇 
 

孤
舟
選
者
・
・
・「
息
を
吐
か
せ
て
」
で
、
鯉
幟
を
畳
む
動
作
が
浮
か
ん
で
く
る
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
中
七
が
お
上
手
で
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
大
き
な
鯉
の
空
気
を
抜
く
の
を 

息
を
吐
か
せ
て
と
表
現
さ
れ
た
の
が
楽
し
い
！ 

千
恵
さ
ん
・
・
・
ポ
ー
ル
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
時
は
大
き
な
口
に
一
杯
空
気
を
吸
っ
て
ま
し
た
。
下
ろ
さ
れ
て
か
ら
は 

「
息
を
吐
か
せ
て
」
平
ら
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
描
写
が
と
て
も
い
い
で
す
！ 

龍
平
さ
ん
・
・
・
お
疲
れ
様
で
し
た
・
・
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
子
供
の
頃
、
大
阪
で
は
玄
関
先
に
高
い
ポ
ー
ル
を
立
て
て
真
鯉
・
緋
鯉
を
泳
が
せ
て
い
た
。
句
は
鯉
幟 

を
た
た
む
様
子
を
巧
み
に
描
写
し
て
い
る
。
東
京
で
は
家
が
混
み
合
っ
て
い
て
、
高
い
ポ
ー
ル
は
立
て 

ら
れ
な
い
。 

正
己
さ
ん
・
・
・
鯉
幟
が
ま
る
で
生
き
物
の
よ
う
に
表
現
す
る
「
息
を
吐
か
せ
て
」
に
は
脱
帽
で
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
お
雛
様
を
仕
舞
う
時
と
同
じ
よ
う
に
優
し
く
丁
寧
に
・
・
・ 

允
章
さ
ん
・
・
・
子
供
の
頃
、
祖
母
が
丁
寧
に
畳
ん
で
い
た
こ
と
を
想
い
出
し
ま
し
た
。
息
を
吐
か
せ
て
、
の
表
現
が
良 

い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
鯉
幟
の
息
を
吐
か
せ
る
と
い
う
表
現
は
余
り
使
っ
た
人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
た
い 

へ
ん
な
想
像
力
で
す
ね
。 

 

十
三
点 

単
線
に
乗
り
継
い
で
よ
り
緑
濃
し 

 
 
 
 

孤
舟 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
電
車
の
両
側
か
ら
も 

緑
が
迫
っ
て
い
る
よ
う
で
す
！ 

康
敏
さ
ん
・
・
・
単
線
が
山
間
部
に
入
る
と
木
々
の
緑
が
一
層
に
鮮
や
か
に
な
っ
て
き
た
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
今
年
は
殊
に
緑
が
美
し
い
。
旅
に
出
て
単
線
に
乗
り
換
え
る
と
列
車
は
山
間
部
に
分
け
入
り
、
進
む
ほ
ど
に
緑 

滴
る
樹
々
が
重
な
る
。
何
と
も
心
洗
わ
れ
る
景
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
比
企
丘
陵
を
縫
っ
て
走
る
東
上
線
の
小
川
町
以
北
を
勝
手
に
想
像
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。
伯
備
線
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
山
の
中
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
暫
く
単
線
に
乗
っ

た
こ
と
が
な
い
の
で
う
ら
や
ま
し
い
。 

 

十
二
点 

杖
持
た
ぬ
試
歩
薫
風
に
支
へ
ら
れ 
 
  

 

と
み
子 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
薫
風
が
試
歩
を
応
援
し
て
い
る
の
だ
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
リ
ハ
ビ
リ
が
進
ん
で
い
る
。
外
に
出
る
の
は
や
や
心
細
か
っ
た
が
、
薫
風
は
心
地
よ
い
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ご
年
配
の
方
の
ご
努
力
の
歩
み
は
街
中
で
お
見
掛
け
し
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
薫
風
な
ら
心
強
い
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
リ
ハ
ビ
リ
の
順
調
を
祈
り
ま
す
。 

 

八
点 

葉
桜
や
古
き
威
厳
の
田
安
門 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
皇
族
の
車
が
よ
く
出
入
り
す
る
と
い
う
畏
れ
多
い
田
安
門
。 
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く
に
お
さ
ん
・
・
「
威
厳
」
は
具
体
的
な
「
も
の
」
で
表
現
し
て
は
？ 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
江
戸
城
の
田
安
門
、
堂
々
と
し
た
感
じ
を
上
手
に
捉
え
て
い
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
あ
の
あ
た
り
の
吟
行
で
な
け
れ
ば
こ
の
光
景
は
キ
ャ
ッ
チ
で
き
ま
せ
ん
ね
。
い
い
経
験
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

六
点 

夏
蝶
の
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
風
柔
し 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
蝶
の
と
ぶ
姿
を
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
と
は
、
現
代
を
映
し
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。 

半
世
紀
馴
染
み
し
湯
呑
み
新
茶
汲
む 

 
  

 
  

 

健
介 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
大
切
な
古
ぼ
け
た
湯
吞
み
で
新
茶
を
味
わ
う
喜
び
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
半
世
紀
と
は
大
袈
裟
で
す
が
馴
染
ん
だ
も
の
に
は
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
湯
呑
が
効
い
て
い
ま
す
。 

滝
落
つ
る
壷
に
風
呼
ぶ
木
下
闇 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・ 

涼
し
い
感
じ
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ま
さ
に
迫
力
あ
る
句
で
す 
天
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
北
の
丸
の
知
る
人
ぞ
知
る
渓
谷
美
⁈ 

※
孤
舟
選
者
・
・
・
佳
句
だ
が
、
滝
は
夏
、
木
下
闇
と
の
季
語
重
な
り
で
残
念
。 

利
根
渡
る
鉄
橋
響
き
夏
に
入
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
川
幅
が
広
く
、
少
し
速
度
を
落
と
し
て
通
過
す
る
。
地
下
や
町
中
と
違
い
、
自
然
を
感
じ
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
夏
休
み
に
田
舎
の
祖
父
母
の
家
に
滞
在
中
、
鉄
橋
の
あ
の
響
き
に
何
故
か 

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。 

 

五
点 

天
空
の
峠
よ
り
見
る
余
花
の
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

 

く
に
お
さ
ん
・
・「
見
る
」
は
説
明
的
か
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
景
が
見
え
る
。
余
花
は
夏
の
季
語
な
の
で
北
国
の
風
景
だ
ろ
う
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
春
に
遅
れ
て
咲
い
て
い
る
櫻
。
仄
か
に
薄
墨
の
か
か
る
日
本
の
山
里
の
原
風
景
の
よ
う
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
行
っ
た
こ
と
の
な
い
私
に
も
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。
余
花
の
意
味
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。 

俳
句
っ
て
豊
か
で
す
ね
！ 

江
戸
城
跡
に
て 

城
跡
に
偲
ぶ
栄
枯
や
夏
の
空 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

 

正
明
さ
ん
・
・
・
城
は
矢
張
り
ロ
マ
ン
で
す
ね
！ 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
江
戸
城
天
守
閣
の
土
台
を
見
上
げ
な
が
ら
、
想
像
し
た
も
の
で
し
た
。 

風
運
ぶ
青
葉
若
葉
の
匂
ひ
濃
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
臭
覚
を
擽
る
心
地
よ
い
香
り
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
初
夏
ら
し
い
心
地
よ
い
風
を
感
じ
ま
し
た
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
初
夏
の
新
緑
の
森
で
の
美
し
い
描
写
の
吟
行
句
。 

パ
ナ
マ
帽
わ
ざ
わ
ざ
出
番
作
り
け
り 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
自
慢
の
帽
子
で
す
。
シ
ー
ズ
ン
に
一
度
は
ご
披
露
し
て
颯
爽
と
！ 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
ど
ん
な
経
緯
で
の
帽
子
で
し
ょ
う
か
？
自
ず
と
背
筋
が
伸
び
ま
す
ね
！ 

昇
さ
ん
・
・
・
・
ダ
ン
デ
ィ
ー
振
り
と
得
意
顔
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
軽
妙
な
佳
句
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
夏
に
な
る
と
生
成
り
の
麻
ス
ー
ツ
に
パ
ナ
マ
を
被
っ
て
い
た
亡
父
を
想
い
起
こ
し
ま
し
た
。
共
感
す
る
句 

で
す
。
私
の
場
合
、
パ
ナ
マ
帽
を
特
に
「
和
服
」
と
置
き
換
え
た
い
で
す
。
と
こ
ろ
で
今
回
は
、
ど
ち
ら 

 

へ
お
出
ま
し
に
な
り
ま
す
か
。 
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四
点 

首
塚
の
燭
の
匂
ひ
や
若
葉
風 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
若
葉
風
を
受
け
た
首
塚
に
は
特
別
な
感
慨
が
あ
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
三
井
物
産
裏
の
暗
が
り
に
ひ
っ
そ
り
と
・
・
・ 

将
門
さ
ん
に
失
礼
の
な
い
よ
う
に
や
や
緊
張
し
な
が
ら 

お
参
り
し
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
そ
こ
は
か
と
な
い
妖
気
。
い
っ
そ
木
下
闇
な
ら
も
っ
と…

。 

司
令
部
は
レ
ン
ガ
造
り
や
薄
暑
光 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
は
歴
史
を
物
語
る
も
の
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
司
令
部
と
云
は
れ
て
、
分
か
る
人
は
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
行
く
で
し
ょ
う
ね
。 

城
跡
の
鳥
の
遠
鳴
き
夏
木
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
何
の
鳥
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
さ
か
鴉
で
は
な
か
ろ
う
が
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
が
よ
く
わ
か
り
ま
す 
吟
行
な
ら
で
は
の
句
で
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
御
三
家
の
内
、
田
安
門
、
清
水
門
は
あ
る
が
、
一
橋
門
は
門
址
（
丸
紅
本
社
横
）
と
初
め
て
知
っ
た
。 

鳥
の
遠
鳴
き
を
聞
い
た
よ
う
。 

デ
パ
ー
ト
の
お
子
様
ラ
ン
チ
菖
蒲
の
日  

 
 
  

 
 

康
敏 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
勿
論
、
男
児
で
し
ょ
う
。 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
お
子
様
ラ
ン
チ
は
デ
パ
ー
ト
じ
ゃ
な
く
ち
ゃ
。
三
越
が
発
祥
と
か
。 

新
緑
や
日
の
斑
浴
び
た
る
乙
女
像 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏  

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
新
緑
の
な
か
で
一
層
輝
き
を
増
す
乙
女
像
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
木
洩
れ
陽
が
揺
れ
て 

好
き
な
ひ
と
時
で
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ
た
頃
に
訪
れ
た
十
和
田
湖
を
思
い
出
し
ま
す 

 

三
点 

年
齢
は
逆
走
出
来
ず
は
た
た
神 

 
 
  

 
  

 
  

健
介 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・ 

い
ま
さ
ら
あ
の
輝
い
て
い
た
青
春
時
代
に
は
戻
れ
な
い
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
悔
い
て
も
怨
ん
で
も
仕
方
な
い
。
雷
神
と
な
っ
た
道
真
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。 

柿
若
葉
白
を
眩
し
く
衣
を
干
し 

 
 
 
 
 
 
  

と
み
子 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
洗
濯
物
で
も
詩
に
な
る
の
だ
。
季
語
が
効
い
て
い
る
。 

手
古
舞
の
金
棒
の
音
夏
来
る 

 
 
 
 
 
    

た
だ
し
げ 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
た
っ
付
け
袴
の
装
束
と
金
棒
の
音
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。 

木
の
橋
や
足
音
軽
し
夏
近
し 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

正
明 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
靴
を
履
い
て
い
て
も
足
裏
に
感
じ
る
木
の
感
触
、
ス
キ
ッ
プ
し
た
く
な
る
よ
う
な
感
触
！ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
リ
ズ
ム
よ
く
、
乾
い
た
音
が
響
き
ま
す
。 

 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
三
段
切
れ
で
す
。
上
五
を
「
木
の
橋
に
」
に
し
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
。 

新
緑
の
熊
野
古
道
や
生
気
満
つ 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

昇 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
初
夏
の
熊
野
古
道
の
清
々
し
い
感
じ
が
良
く
出
て
い
る
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
生
気
満
つ
表
現
が
い
い
で
す 

若
葉
伸
ぶ
樹
膚
（
き
は
だ
）

に
老
い
の
見
ゆ
れ
ど
も 

   

啓
子 

 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
年
齢
を
重
ね
て
も
、
若
々
し
さ
を
失
わ
な
い
気
概
と
努
力
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
な
句
。
英
気
を
貰
い
ま 

し
た
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
何
か
洒
落
た
２
階
客
席
の
付
い
た
巨
大
なJUMBO JE

T

機
が
急
に
目
前
に
現
れ
た
感
じ
・
・ 

豊
か
で
甘
美
な
衝
撃
と
で
も
言
う
か
？
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、❮

や
は
ら
か
に 

柳
あ
を
め
る 

泣
け
と 
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如
く
に 

啄
木❯

を
も
思
い
出
し
ま
し
た 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
人
の
世
に
似
て
桜
に
も
老
幼
は
あ
り 

き
す
船
に
仕
掛
け
自
慢
の
男
達 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
粋
な
句
で
す
。
そ
こ
に
同
船
し
た
女
性
の
句
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
に
」
を
切
れ
字
「
や
」
に
替
え
る
と
よ
り
俳
句
ら
し
く
な
る
。 

薪
能
面
（
お
も
て
）
は
静
か
に
動
き
け
り 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 
  

※
句
会
に
て
・
・
面
は
。。
の
「
は
」
は
不
要
で
し
ょ
う
ね
。 

 

二
点 

一
列
に
菅
笠
並
ぶ
田
植
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
田
植
え
の
様
子
が
昔
懐
か
し
い
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
川
合
玉
堂
の
画
が
浮
か
ぶ
。
赤
玉
の
つ
い
た
紐
を
張
り
、
一
列
に
並
ん
で
田
植
え
を
し
た
。
コ
メ
騒
動
の 

今
、
残
し
て
お
き
た
い
田
植
え
姿
。 

 
 

 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・「
菅
笠
」
と
「
田
植
」
の
季
重
な
り
。
参
考
「
大
前
に
向
き
を
揃
へ
て
田
植
笠 

町
田
し
げ
き
」 

親
友
は
仏
と
な
り
し
夏
夕
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
仏
と
な
っ
た
親
友
と
は
よ
っ
ぽ
ど
の
親
友
で
し
ょ
う
ね
。
う
ま
い
表
現
で
す
ね
。 

序
の
口
も
大
き
く
な
り
て
五
月
場
所   

  
 
 
  

け
い
子 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
昨
今
は
新
し
い
四
股
名
の
読
み
方
を
覚
え
る
の
に
も
難
儀
タ
ラ
タ
ラ
で
ご
ざ
い
ま
す
が 

瀧
つ
せ
も
あ
り
て
経
巡
る
北
の
丸 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
水
音
を
聞
き
な
が
ら
江
戸
や
戦
争
の
こ
と
を
思
い
、
木
下
闇
を
歩
い
た
吟
行
を
上
手
く
詠
ま
れ
ま
し
た
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
北
の
丸
公
園
に
滝
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
科
学
技
術
館
や
武
道
館
に
行
っ
て
も
、
残
念
な
が
ら
公 

園
を
巡
っ
た
こ
と
は
な
い
。 

 

一
点 

都
会
に
は
泳
ぐ
空
無
い
鯉
の
ぼ
り 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・ 

中7

の
表
現
が
面
白
い
。 

新
し
き
茶
室
薫
風
自
南
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・「
薫
風
自
南
来
」
？
・
・
調
べ
て
み
る
と
こ
の
後
に 

殿
閣
生
微
涼 

と
い
う
句
が
続
く
。
元
は
唐
の 

文
宗
皇
帝
の
起
承
の
句
か
ら
詩
人
の
柳
公
権
が
作
っ
た
転
結
の
句
だ
そ
う
で
す
が
、
こ
の
後
数
百
年
続 

い
た
禅
語
と
し
て
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
よ
う
で
、
中
国
の
文
化
を
支
え
る
一
端 

を
知
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
面
白
か
っ
た
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

歓
喜
呼
ぶ
白
き
煙
や
夏
の
宵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
上
５
の
表
現
が
ロ
ー
マ
市
民
の
喜
び
を
よ
く
表
し
て
い
る
。 

新
緑
に
光
差
し
込
み
命
生
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
命
生
む
の
表
現
が
い
い
で
す
。 

菖
蒲
田
や
江
戸
の
薫
り
と
色
見
せ
る 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
・
江
戸
系
の
菖
蒲
が
集
め
ら
れ
た
御
苑
の
美
し
い
景
で
し
よ
う
か
。 

怪
異
譚
伝
わ
る
寺
や
五
月
闇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
季
語
が
テ
ー
マ
に
ぴ
っ
た
り
！ 

 
 

 

※
句
会
で
の
作
者
の
お
話
に
よ
る
と
、
栃
木
県
に
あ
る
大
中
寺
を
詠
っ
た
も
の
。
徳
川
家
の
信
仰
の
厚
か
っ
た
寺
で
、 

雨
月
物
語
の
中
に
登
場
す
る
そ
う
で
す
。 
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母
の
日
の
妻
は
し
ゃ
ぎ
出
す
平
和
か
な 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
愛
ら
し
い
奥
様
で
す
！ 

 
 
 
 

※
転
記
時
点
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

母
の
日
よ➡

母
の
日
「
の
」 

河
鹿
鳴
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
宝
塚 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
近
く
に
星
組
男
役
が
い
る
。
東
京
女
子
医
大
に
は
男
装
の
女
医
が
い
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

【
青
葉
会
次
回
句
会
の
お
知
ら
せ
】 

第
四
百
七
十
回
青
葉
会 

開
催
日 

平
成
七
年
六
月
二
十
六
日
（
木
）
午
後
一
時
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場 

所 
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋 

区
施
設
「
し
ゃ
れ
な
あ
ど
・
６
階 

部
屋
名
ビ
ー
ナ
ス
」 

ご
出
句
に
つ
い
て 

 
 

句
会
ご
参
加
の
方
は 

「
当
季
雑
詠
」
５
句 

 

ご
投
句
の
方
に
は
２
～
３
句
を
目
処
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

ご
出
句
締
切
は 

 
 

六
月
二
十
一
日
（
土
）
中 

 

尚
、
句
会
後
の
選
句
締
切
は
七
月
五
日
（
土
）
中
を
予
定
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

【
青
葉
会
報
】 

一
、 

五
月
青
葉
会
は
、
例
年
通
り
「
吟
行
」
と
致
し
ま
し
た
。
場
所
は
北
の
丸
公
園
。
昨
今
の
気
象
は
五
月
と
云
っ

て
も
存
外
に
雨
の
事
が
多
く
、
今
回
も
前
日
夕
方
ま
で
は
雨
の
予
想
で
心
配
致
し
ま
し
た
が
、
予
報
も
刻
々

と
変
わ
り
集
合
時
間
の
十
時
半
に
は
薄
日
が
射
す
か
、
と
い
う
ほ
ど
の
天
候
回
復
と
な
り
ま
し
た
！
北
の
丸

公
園
は
九
段
側
の
田
安
門
か
ら
南
に
下
る
恰
好
で
国
立
近
代
美
術
館
を
出
て
、
句
会
場
の
丸
紅
本
社
の
ル
ー

ト
と
し
ま
し
た
。
吟
行
後
の
句
会
に
は
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
吟
行
で
は
六
名
が
三
々
五
々
気
楽
に
緑

の
杜
を
散
策
。
柔
ら
か
な
風
が
樹
々
を
通
り
抜
け
、
思
わ
ぬ
森
林
浴
が
で
き
た
時
間
で
し
た
。 

丸
紅
の
会
議
室
で
は
八
名
が
揃
い
、
い
つ
も
の
よ
う
に
句
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
人
数
が
少
な
い
こ
と
、

吟
行
で
参
加
者
は
ほ
ぼ
同
じ
感
想
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
吟
行
句
の
選
句
部
分
で
は
、
常
に
も
増
し

て
和
気
藹
々
、
軽
い
疲
れ
が
心
地
よ
く
、
夫
々
の
お
話
も
常
よ
り
饒
舌
で
賑
や
か
な
句
会
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
ご
覧
の
通
り
、
点
数
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
で
最
高
点
（
と
記
憶
）
の
十
八
点
、
昇
さ
ん
の
句
に
票
が
集

ま
り
ま
し
た
。
次
点
も
孤
舟
選
者
、
と
み
子
さ
ん
共
に
十
点
を
超
え
、
八
点
の
忠
彦
さ
ん
が
続
き
、
い
ず
れ
も

五
月
の
句
会
ら
し
く
、
ご
自
分
の
生
活
を
垣
間
見
さ
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
詠
っ
て
お
い
で
で
す
。 

 

ま
た
、
あ
れ
こ
れ
話
題
が
広
が
る
中
で
、
か
つ
て
の
吟
行
や
、
青
葉
会
希
望
者
で
の
小
さ
な
旅
の
話
題
に

も
広
が
り
、
経
験
の
無
い
メ
ン
バ
ー
も
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
企
画

し
、
新
た
な
句
友
を
募
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
提
案
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
存

じ
ま
す
。
全
く
初
め
て
の
ご
友
人
と
ご
い
っ
し
ょ
に
参
加
さ
れ
て
も
楽
し
い
会
に
出
来
た
ら
良
い
な
あ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 

二
、
孤
舟
選
者
近
詠 

 
 
 

 

せ
せ
ら
ぎ
に
耳
傾
く
る
座
禅
草 

 
 
 
 

し
や
ぼ
ん
玉
乗
せ
縄
電
車
動
き
出
す 

 
 
 
 

菖
蒲
湯
に
抱
か
れ
て
沈
む
蒙
古
斑 

 
 
 
 

名
曲
の
や
う
な
せ
せ
ら
ぎ
山
葵
沢 

 
 
 
 

妄
想
と
現
の
間
蚊
食
鳥 

 



  

8 

 

三
、【
関
係
者
近
詠
】 

 
 

待
望
の
日
本
人
横
綱 

大
の
里 

 
 
 

快
！
日
の
下
開
山
生
ま
る
雲
の
峰 

 
 
 

盛
雄 

 
 
 

賜
杯
手
に
ふ
る
里
能
登
へ
風
薫
る 

 
 
 
 

仝 

 
 
 

浮
世
絵
の
ご
と
美
男
横
綱
誕
生
す
（
無
季
） 

仝 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

招
聘
成
る
初
女
性
教
師
桃
の
花 

 
 
 

眞
希
子 

 

春
立
ち
ぬ
や
は
り
名
の
み
で
あ
り
に
け
り 

 

青
史 

 
 
 

信
仰
も
お
ふ
く
ろ
の
味
花
菜
咲
く 

 
 
 
 

仝 
 

春
立
つ
日
こ
の
先
の
春
数
え
て
る 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 

文
豪
を
友
か
に
抱
き
て
卒
業
す 

 
 
 
 
 

仝 
 

春
宵
一
刻
居
る
べ
き
ひ
と
が
居
て
こ
そ
の 

 
 

仝 

 
 
 

百
済
野
の
右
か
ふ
ふ
と
よ
く
な
ど
神 

 
 

弘
子 

 

愛
の
日
の
水
茎
美
し
き
添
書
か
な 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 

甲
府
口
雪
の
甲
府
を
の
ぞ
か
せ
て 

 
 
 
 

仝 
 

北
窓
開
く
失
せ
て
久
し
き
物
光
る 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 

励
ま
し
て
枯
野
に
ひ
と
つ
犬
ふ
ぐ
り 

 
 
 

仝 
 

初
音
あ
り
僅
か
に
残
る
竹
林
ゆ 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 

む
く
と
起
き
鞄
を
嗅
げ
り
炬
燵
猫 

 
 
 
 

仝 
 

紅
梅
自
慢
門
灯
を
い
つ
ま
で
も 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 

切
干
の
水
に
ゆ
る
み
つ
臭
ひ
け
り 

 
 
 
 

仝 

 
 
 

焼
芋
を
割
り
て
秘
密
を
半
分
こ 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 

弔
問
の
帰
路
の
緩
歩
や
下
萌
ゆ
る 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  ―

―
―

「
森
の
座
」
令
和
七
年
五
月
号 

 

横
澤
放
川
（
日
経
俳
壇
選
者
）
選―

―
―
 

 

四
、
句
友
の
み
な
さ
ま
方
か
ら
、
故 

宮
内
規
雄
さ
ま
へ
の
追
悼
文
及
び
追
悼
句
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。 

宮
内
様
を
偲
び
、
茲
許
謹
ん
で
ご
披
露
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

風
の
ご
と
逝
き
た
る
君
や
蓮
の
花 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

ア
ッ
チ
ャ
ン
の
待
つ
浄
土
へ
と
茄
子
の
花 

 
 

仝 

  
 
 

五
月
雨
や
社
友
句
友
の
規
雄
逝
く 

 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―

五
月
雨
る
る
日
に
ー 

宮
内
規
雄
君
が
逝
去
さ
れ
た
と
聞
き
、
驚
き
ま
し
た
。
ま
だ
八
十
六
歳
と
い
う
若
さ
で
す
の
に
、
可 

哀
想
な
事
を
し
ま
し
た
。
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
彼
と
の
交
際
は
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

東
通
の
社
員
で
合
併
に
て
合
流
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
最
初
は
四
国
支
店
に
い
た
頃
、
機
械
を
担
当 

し
て
い
て
会
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何
故
か
い
つ
も
親
し
く
接
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
偶
々
青
葉
会
に 

入
り
、
更
に
親
し
く
な
り
、
何
で
も
ズ
ケ
ズ
ケ
云
え
る
中
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
社
友
会
な
ど 

で
酒
に
酔
っ
て
近
づ
い
て
く
る
か
ら
「
程
々
に
し
ろ
」
と
云
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ニ
コ
ニ 

コ
笑
っ
て
喋
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
句
会
で
は
、
亡
く
し
た
奥
さ
ん
の
句
を
何
年
も
何
年
も
詠
ん
で
い
る 

の
で
、「
そ
ろ
そ
ろ
奥
さ
ん
の
句
を
や
め
ろ
」
と
言
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

何
故
か
何
で
も
言
え
る
仲
で
し
た
。
ど
ん
な
顔
を
し
て
亡
く
な
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の 

ニ
コ
ニ
コ
顔
が
彼
の
最
も
印
象
的
な
顔
と
し
て
私
の
脳
裏
に
き
ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
「
親
し
い 

友
人
を
失
っ
た
」
と
云
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
心
か
ら
冥
福
を
祈
り
ま
す
。（
天
牛
） 

 

天
命
と
言
へ
ど
も
淋
し
涅
槃
西
風 

 
 
 
 

盛
雄 

星
の
ご
と
句
友
消
え
ゆ
く
余
寒
か
な 

 
 
 
 

仝 

天
上
に
待
つ
人
の
あ
り
別
れ
霜 

 
 
 
 
 
 

仝 
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い
つ
ま
で
も
亡
き
妻
偲
ぶ
菫
草 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
丸
紅
サ
ー
ビ
ス
時
代
、
保
険
セ
ン
タ
ー
の
た
め
に
便
宜
を
図
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

献
句
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
隆
） 

花
筏
伊
作
知
る
人
亡
く
な
る
や 

 
 
 
 
 
 

隆 

 
 

「
伊
作
（
い
ざ
く
）」
は
薩
摩
半
島
実
家
ち
か
く
に
あ
る
旧
い
町
名
。
ご
縁
の
深
い
人
で
な
い
と
知
ら
な
い
。 

規
雄
さ
ん
が
特
別
な
人
に
な
っ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。 

妻
の
句
を
多
く
作
る
や
花
万
朶 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

 

愛
妻
家
規
雄
さ
ん
。
先
に
逝
か
れ
た
寂
し
さ
が
句
か
ら
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。 

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
ほ
ろ
酔
い
笑
顔
の
宮
内
さ
ん 

 

仝 

 

旧
丸
紅
ビ
ル
の
句
会
場
（
レ
ス
ト
ラ
ン
個
室
）。
細
い
体
躯
で
お
酒
は
弱
そ
う
だ
っ
た
。
笑
顔
は
今
も
残
っ
て 

い
ま
す
。 

 

 

宮
内
様
の
ご
尽
力
に
鑑
み
、
茲
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
（
龍
平
） 

 
 

 

宮
内
様
と
は
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
優
し
い
方
で
し
た
。
訃
報
と
は
寂
し
い
も
の
で 

す
ね
、
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。（
弘
子
・
元
青
葉
会
、
現
、
森
の
座
） 

 

  

追
悼
句
、
追
悼
文
を
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
、
本
紙
上
を
以
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
会
報
は
、
宮
内
規
雄
様
の
御
長
男
、
宮
内
雅
崇
様
に
お
送
り
申
し
上
げ
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

令
和
七
年
六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 

                    


